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平成 28 年 7月発行 

皆さん、お久しぶりです。さくらだより初代編集長の長谷川です。幻と言われているホー

ムページにも掲載されていない僕のさくらだよりが、この度復活いたします。(￣▽￣) 

最近では面白ネタの宝庫としてまたまたイジられキャラとして「さくらだより」に登場し

ていましたが今回は違います。イジる側です。イヒヒ…！  

今回僕が心を込めてイジるのは、いや、紹介する最初のターゲットは桜運輸の用心棒？気は

優しくて力持ち、正に桜運輸の金太郎こと後藤です。 

コンテナ、雑貨の配車は勿論ですが、最近ではパソコン操作も難なくこなしています。 

が、更に成長をする為に営業活動を守備範囲に加えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全活動や車両情報、社内イベントなど随時

更新します。是非、桜運輸で検索して下さい。 

広報        8月号 No.51 

 

 

 

この顔にピンときたら 110 番‼ではなく 

桜運輸へお電話を 0567-68-1166 

 

毎月行っている事務所スタッフの定例会議の場で、 

社長 「後藤さんの見た目のインパクトと実際に話をした

時の人柄の良さのギャップが印象に残るかも」 

の一言で、営業と配車の二足の草鞋を履くことに 

後藤  一度外に出たら仕事を獲得するまで会社には戻

りません。 

と鼻息荒くやる気満々です。 

黒木  トレードマークの髭は剃るの？ 

竹内  ３日位戻れそうもないねぇ～！ 

後藤  ・・・・・・・。 

社長  目標達成したら今度の懇親会でヒーローだね！ 

竹内  レジェンド誕生だね 

後藤  レジェンドって何味？美味しいの？。 

     クルリンパ…取り乱しました。 

レジェンド、レジェンド (^_^)v 

一同  ・・・・・・・・・・ 

社長  期待してますよ！ 

 

 

 

只今工事中！ 

僕のギャップ

を味わってみ

ませんか？ 



 

http://www.sakuraunyu.com      編集長：長谷川 (8 月号)  

 

 

 

～名刺交換編～ 

事務所勤務になって早 2か月。 

電話も少し慣れてきたところで、お客様へ 

御挨拶に伺うことに・・・ 

そこで必要なのが名刺交換です。 
 

後藤  黒木く～ん 俺が教えるわ。 

黒木  えっ!! 後藤さんっすか？ 

後藤  何か？不満でも？ 

黒木  後藤さん名刺交換したことあるんですか？ 

後藤  当たり前だろう。さくらだよりの今月号見た？  

俺は桜運輸の営業マンだぞ！ 

黒木  アッそうでしたね。髭は剃らないんすか？    

お楽しみに!!        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桜運輸 

黒木の成長だぃありー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

満を持してつい

にあのお方が、

編集長初体験

です。 

えっ誰かって？ 

次号お楽しみ

ね！ 

次号は 

H28.7月末 

久しぶりのさくら

だより編集長！

張り切って作成

しましたがセン

スの無さは成

長してませんね

ね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

女性支援プロジェクトに新しい仲間、山田
さんです。子育てとトラガールの両立がで
きるようスタッフ一同応援しますよ！ 

 

安全活動取り組み事例発表会の舞台裏 
 

もうすぐオリンピックが開幕しますが、出場選手の 4年に渡る努力の積み重ねは想像を絶するに違いないと

確信したこの発表会への取り組み。僕のスパルタコーチは練習の度に「あぁぁぁ～そこやり直し」「話し始めの

“え～”」が気になる。」「４８回“え～”って言った」etc 言いたい放題。本番より緊張した練習のおかげ？で本

番では緊張する事もなく発表することが出来ました。 そしてもう一つ、発表者が万が一当日倒れたら…。

ついそんなことを考えてしまいます。思い起こせば今年の２月、ある発表を控えていた私は、なんとインフル

エンザでダウンといった大失態。苦い経験の持ち主です。今回は 1週間前から晩酌をやめ、ビタミン剤を飲

み、睡眠をたっぷり取って体調を万全に整えました。もちろん○長命令です。 

 

 

 早口になってないかなぁ～ 

 僕の話に頷いてくれてる人は・・・ 

 やばい！喉がカラカラだわ(´;ω;｀) 

と、こんな事を思いながら発表していました。 


